
H24現在値
（L）

原油換算量
(L)

原油換算量
（L）

(重油使用量、L)
(電気使用量、kwh)

(重油使用量、L)
(電気使用量、kwh)

22,068 54.4% 12,302 74.6% 137.1%

(8,600) (7,000)

(51,936) (20,334)

17,161 85.0%

(22,500)

(33,113)

4,854 4,762

(400) (2,853)

(17,250) (7,307)

7,448 72.0%

(24,310)

5,148 4,888 102.2%

(1,417) (1,500)

(14,417) (13,085)

18,469 -10.2%

(12,500)

(28,960)

注） 成果目標達成

47.2%

H28

H30

H30

101.0%

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
率を算出し、目標削減率と比
較

　導入機器の性能及びハウスの規
模から適正な事業量であり、事業
計画は妥当であったと判断します。

　電気使用量の削減が進展し、成果目
標を達成したと認める。

埼
玉
県

(有)みさと洋蘭
園
日立キャピタル
（株）
事業統括部　ビ
ジネスサービス
センター

花き(胡蝶
蘭)

ヒートポンプ
（４台）

4,377

長
野
県

唐澤　金実
日立キャピタル
（株）
事業統括部　ビ
ジネスサービス
センター

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
量を算出し、目標削減率と比
較。

　導入機器の性能及びハウスの規
模から適正な事業量であり、事業
計画は妥当であったと判断します。

３０年度に原油
換算割合で、７
０.１％削減

17,237 70.1%野菜（トマト） ヒートポンプ
（３台）

６段タイマーリ
モコン（１台）

4,110 2,055

-7.2%

71.6%

H28

2,079 30年度に原油
換算割合で、
65.6％削減

14,112 65.6% 66.3%

　重油使用量等の削減が進展し、成果
目標を達成したと認める。

　電気使用量の削減が進展し、成果目
標を達成したと認める。

花き（ガーベ
ラ）

ヒートポンプ
（４台）

4,000 1,980

H28

H30

35.5%

目標値 実績値 達成率
（％）

削減率
（％)

削減率
（％）

成果目標の達成状況

事業評価の
検証方法

事業の実施による効果
（事業実施主体による評価）

事
業
計
画
の
妥
当
性

農政局の評価

平成２４年度 農畜産業機械等リース支援事業（施設園芸省エネ設備導入型）評価報告書（１）
                                   関東農政局

県
名

事業実施主体
(設備利用者）
（リース会社）

対象品目 リース機器
総事業

費
(千円）

国費
(千円）

成果目標の
具体的な

内容

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
率を算出し、目標削減率と比
較。

　リース物品及びハウスの規模から
適切な事業量であり、事業計画は
妥当であったと判断します。

30年度に原油
換算割合で、５
４.４％削減

48,384

静
岡
県

松尾　哲司
JA三井リース
（株）静岡支店



関東農政局

H24現在
値
（L）

原油換算量(L) 原油換算量（L）

(重油使用量、L)
(電気使用量、kwh)

(重油使用量、L)
(電気使用量、kwh)

4,394 6,116 72.0%

(1,300) (1,700)

(11,952) (17,062)

7,116 85.6%

(2,400)

(18,205)

17,613 6,496 9,385

(900) (3,000)

(21,663) (24,655)

18,319 48.2%

(9,240)

14,796 17,486

(6,400) (3,960)

(32,343) (52,304)

18,319 79.7%

(9,240)

(34,903)

5,143 62,599

0 (57,000)

(5,143) (20,012)

110,143 -51.2%

(105,000)

(20,012)
3,114 8,585 47.5%

(972) (4,216)

(8,500) (17,800)

9,834 78.2%

(5,121)

(19,320)

20,095 42,309

(5,900) (12,000)

(54,835) (117,103)

38,062 78.0%

(26,000)

(45,944)

　
注） 成果目標未達成

30年度に原油
換算割合で、
93.1％削減

30年度に原油
換算割合で、
77.0％削減

58.3%

63.1%

54.0%

93.1%

77.0%

花き(ユリ)

2,361

H28

23.2%

埼
玉
県

5,750 2,859 13,536

ヒートポンプ
（４台）

4,770

木質バイオ
マス利用加
温設備（１
台）

33,360(株)サングレイ
ス
ぐんぎんリース
（株）

16,460

柿澤　栄一
日立キャピタル
（株）
事業統括部
ビジネスサービ
スセンター

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量をＨ２４の現在
値と比較。

　平成30年度は、埼玉県の冬期の
気温（11月～3月）は平年並みで
あったが、燃油価格が前回同時期
に比し高騰していることから、コスト
面を考えヒートポンプによる加温を
行った結果、電気使用量が大幅に
増加したため、目標を達成すること
ができなかった。当初に比し重油
の使用量は1/6に減少した。今後
は、ハウスの保温性を高めるた
め、被覆資材の二層化や設備の点
検、清掃、加温機の温度管理と点
検など行うとともに、加温機とヒート
ポンプの効率的な利用による燃油
削減に取組み、目標達成に向け努
力します。

　電気使用量の削減が十分でなかっ
たこと等により、成果目標を達成でき
ていない。
　今後、施設園芸由来の温室効果ガ
スの排出量の一層の削減に取り組む
必要がある。

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
量を算出し、目標削減率と比
較。

　天候不順による湿度対策、病気
対策、低温対策等による燃油が必
要になってしまったため目標を達
成できなかった。品種の選定や仕
立方法の改善、農薬の効率的な使
用等により暖房の使用量を抑えて
いけるよう努力はしている。次作以
降は、夏期における除湿での重油
使用等をやめ、目標達成に向け努
力します。

　重油使用量等の削減が十分でな
かったこと等により、成果目標を達成
できていない。
　今後、施設園芸由来の温室効果ガ
スの排出量の一層の削減に取り組む
必要がある。

30年度に原油
換算割合で、
59.4％削減

1.74209 24,286 51.0% 85.8% 品種変更
により、管
理温度を

補正
（20℃→

26℃）

H30

59.4% 14.6%49,526 24.5%

H28

32.4%

　重油使用量等の削減が十分でな
かったこと等により、成果目標を達成
できていない。
　今後、施設園芸由来の温室効果ガ
スの排出量の一層の削減に取り組む
必要がある。

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量をＨ２４の現在
値と比較。

　今年度はバラの新品種の導入を
行っており、管理温度を昼は26～
27度、夜は19度を目安に湿度を見
ながら調整しております。特に夜間
は気温が低下するため、適正温度
を保つよう加温しますが、除湿も必
要になるため品種改良に伴うハウ
ス内の温度管理および除湿の影響
により、燃油、電気使用量とも目標
を達成できませんでした。今後も設
備の点検、清掃、加温機の温度管
理と点検などを行うとともに、加温
機とヒートポンプの効率的な利用
による燃油削減に取り組み、目標
達成に向け努力します。

　重油使用量の削減が十分でなかっ
たこと等により、成果目標を達成でき
ていない。
　今後、施設園芸由来の温室効果ガ
スの排出量の一層の削減に取り組む
必要がある。

H30

H30

H30

36.6%

H28

-47.7%

16.1% 17.3%

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
量を算出し、目標削減率と比
較。

一時期高騰していた燃料価格が低
下したことに伴い、コスト面を考慮
し、重油使用量を削減させることが
できませんでした。今後も目標達成
を目指し日々管理を行います。

ヒートポンプ
（２台）
６段タイマー
リモコン（１
台）
内張多層化
設備

静
岡
県

長
野
県

30年度に原油
換算割合で、
54.0％削減

農政局の評価
削減率
（％)

削減率
（％）

暖房デグ
リアワー
増加率

Ｈ30実
績値
（L）

削減
率

（％）

達成率
（％）

備考

実績値 補正後

45.6% 84.5%

H30

74,592

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
量を算出し、目標削減率と比
較。

平成２４年度 農畜産業機械等リース支援事業（施設園芸省エネ設備導入型）評価報告書（２）

津野政彦
日立キャピタル
（株）
事業統括部
ビジネスサービ
スセンター

2,017

41.9%ヒートポンプ
（２台）

ヒートポンプ
（３台）

県
名

事業実施主体
(設備利用者）
（リース会社）

対象品目 リース機器
総事業

費
(千円）

74.0%

達成率
（％）

4,248 46.7%

　燃油目標未達の理由は土壌消毒
のためA重油を使用しているため、
また電気使用量の目標未達は、A
重油で室温15℃設定のところヒー
トポンプでは、品質向上のため
20℃設定へ上げたことによるもの
と考えられます。今後は加温のみ
の燃油使用量把握と加温機（ボイ
ラー）とヒートポンプのハイブリッド
方式を活かせる環境を整え、暖房
効率を向上させ、成果目標の達成
に向け努力します。

H30

H28

　重油使用量等の削減が十分でな
かったこと等により、成果目標を達成
できていない。
　今後、施設園芸由来の温室効果ガ
スの排出量の一層の削減に取り組む
必要がある。

成果目標の
具体的な

内容

32,155

H28

43.0%

30年度に原油
換算割合で、
58.3％削減

H28

32.4%

18.9%

10,534

30年度に原油
換算割合で、
63.1％削減

　重油使用量の削減が十分でなかっ
たこと等により、成果目標を達成でき
ていない。
　今後、施設園芸由来の温室効果ガ
スの排出量の一層の削減に取り組む
必要がある。

事業評価の
検証方法

事業の実施による効果
（事業実施主体による評価）

成果目標の達成状況

目標値

　設備導入後の重油使用量
及び電気使用量を確認し、原
油換算した量により原油削減
率を算出し、目標削減率と比
較

　平成30年度は、長野県の冬期の
気温（11月～2月）が例年より低
かったことと、一時期高騰していた
燃油価格が低下したことから、コス
ト面を考え、ボイラーによる加温を
行った結果、目標を達成することが
できなかった。今後は、ハウスの保
温性を高めるため、被覆資材の二
層化や設備の点検、清掃、加温機
の温度管理と点検などを行うととも
に、加温機とヒートポンプの効率的
な利用による燃油削減に取り組
み、目標達成に向け努力します。

内田紀雄
日立キャピタル
（株）
事業統括部
ビジネスサービ
スセンター

原健太郎
日立キャピタル
（株）
事業統括部
ビジネスサービ
スセンター

花き(カトレ
ア)

花き(バラ)

野菜(トマト)

野菜(トマト)

1,352

①

②

③

④

⑤

⑥

静
岡
県

国費
(千円）

埼
玉
県

ヒートポンプ
（2台）

11,100 5,316

静
岡
県

谷川学
日立キャピタル
（株）
事業統括部
ビジネスサービ
スセンター

2,848

花き（ラナン
キュラス）


